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日　時

会　場

問合せ

特定非営利活動法人 日本分子生物学会／第36回日本分子生物学会年会組織委員会主　催

（株）学研メディカル秀潤社　イルミナ（株）　カールツァイスマイクロスコピー（株）
サントリーウエルネス（株）　スパイバー（株）　ソーラボジャパン（株）　テカンジャパン（株）
ベックマン・コールター（株）　（株）メディカル・サイエンス・インターナショナル　
ライフテクノロジース・ジャパン（株）

協  賛

神戸市共　催

 13:10～13:30, 15:30～16:00

生命科学でアートする
生命科学がいかにしてARTとなりうるかを、来場の皆さんと一緒に考えます。

 13:30～15:30

SF Talk Show「2050年シンポジウム」
37年後の分子生物学会の様子をタイムマシンで覗きながら、未来の生命科学の方向
性を考えるエンタメイベント。6人のパフォーマーが優勝を目指し、奇想天外なアイデ
アを披露します。BSフジ「ガリレオX」で録画放映予定。

 16:00～17:30

Special Presentation「生命世界を問う」
第一線の生命科学者によるTEDスタイルの公開講座。研究内容だけでなく、普段語
られることのない、生き様・世界観を客席の皆さんにぶつけます。

※BSフジのサイエンス番組「ガリレオX」の撮影カメラが入ります。当日は客席の様子も撮影します。特にステージに近い方はお顔
　も写る可能性がありますので、予めご了承いただきますようお願いいたします。テレビ放映は年明け第1回目を予定しております。



2050年シンポジウム出場者の横顔と意気込みをどうぞ。

日本を代表する脳科学者。活発な研究活動の傍ら、アウトリー
チ活動にも意欲的で、最新の脳科学の知見をわかりやすく紹介
する一般向けの書籍は、販売部数が10万部に迫るベストセ
ラーが８冊あり、ほとんどの著書が中国語・韓国語・台湾語に翻
訳出版されている。執筆活動を行う科学者には珍しく、専門内
外ともに評価され、その活動スタイルは新聞紙上で「ネオ理
系」と評されたこともある。

御本人からのコメント
「そもそも、どうして２０５０年の未来を私たちは想像できるので
しょう。もちろんヒトに脳があるからです。脳科学者の参加こそ
この企画にふさわしいはずです。ですから、私が負けるはずが
ありません。」

No.5
池谷裕二（脳科学）

シームレス脳

2001年からクマムシの研究を始める。2008年から2010年ま
でNASAエームズ研究室にてクマムシの宇宙生物学研究に従
事。真空でも死なないクマムシの生態を解き明かしたことで、
一躍有名研究者に。2011年からはパリ第5大学およびフラン
ス国立衛生医学研究所に所属。ブログ：むしブロ。有料メルマガ：
「むしマガ」を運営。最近、新潮社より、クマムシ博士の「最強生
物学」講座、を出版。科学書籍のベストセラーになっている。

御本人からのコメント
「こんにちは。2050年分子生物学会年会長の堀川大樹です。
みなさんご存知のように、現在、「宇宙生命インベーダー・NK」
の攻撃により人類存亡の危機に瀕しています。NKの撲滅は科
学者にとっての至上課題であります。我が「クマムシみらい研
究所」でも憎きエイリアン、NKを殲滅すべく研究を重ねてきま
した。そしてついに、やつらを倒す方法を発見したのです。今回
は、この研究成果について発表します。」

No.2
堀川大樹（クマムシ博士）

宇宙生命インベイダー
NK駆除のための
クマムシと
バイオテクノロジー

現在トロント大学に所属するニュータイプの生物学者。カナダ
で科学技術分野の若手エリートとして選ばれた24名のバン
ティングフェローの一人。計算機を使ったゲノム解析というド
ライの研究を極めた後にウエットの合成生物学に転身。両者
を使いこなす稀有な研究者である。「ロボットクラウドバイオ
ロジー研究所」は、そんな彼が考える未来であり、海外の学会
でも圧倒的な支持を得ている。

御本人からのコメント
「私が提案するロボットクラウド研究所はシンプルなアイディ
アですが、ガチです。生命科学研究を体力仕事も捏造もない
クリーンなものに一変させ、日本の科学技術・産業・経済の大
いに発展につながります。プレゼンではそんな近未来に向け
て皆さんのギアをバッチリ切り替えます。優勝ももちろん私が
かっさらいます。」

No.3
谷内江望（合成生物学）

ロボットクラウド
バイオロジー研究所

徳島大学疾患プロテオゲノム研究センター・センター長。日本の
免疫学をリードする著名研究者の一人。本業の傍ら、一般向け
の活動にも積極的に参加。研究室HPのエッセイ集は読者が多
い。また、免疫学者で構成されたロックバンド「ネガティブセレ
クション」のベーシストを務める。講演会では、未来の免疫学研
究の主流は、ライブイメージングから、ライブパフォーマンスに
移行したとして、バンドのメンツを引き連れ大暴れする予定。

御本人からのコメント？
「金に生きるは下品に過ぎる　出世に生きるはくたびれる
五十路を越えた七名の　気合いは現場で見届けよ。
かかってこんかい！（冒頭「必殺必中仕事屋稼業」より）」

No.6
高濱洋介（免疫学）

死に行くT細胞への
レクイエム

富山大学で免疫学を工学と結びつけて新たな医療を目指す変
わり者。細胞を１個１個に分けて解析できるリンパ球チップを
使ってヒトやウサギのモノクローナル抗体を作らせたら右にで
る者はいない。この技術の可能性は非常に高く、将来的な応用
を考えているうちに妄想が暴走。ついには、リンパ球チップを
使った診断技術が、男女の愛情を正確に測定することができる
可能性を見出し、急きょ登壇することに。

御本人からのコメント
「2050年の生命科学は現在より遥かに進んでいるはずで、多
くの問題、謎が解明されてしまっていることでしょう。しかし、科
学で証明しては人生がつまらなくなる学問領域はあります。男
女の相性の問題です。なので内緒にしておきたかったのですが、
御指名を受けたので仕方ありません。未来の合コンの姿をご覧
にいれましょう。お年寄りの審査委員の評価は知りませんが、若
手層からの共感は私が独り占めでしょう。間違いありません。」

No.4
小澤龍彦（抗体工学）

最先端科学が提供する
合コンに代わる
新たな出会いの場

専門は幹細胞生物学、科学技術社会論。造血幹細胞研究の経
験と知識を基盤に、テレビ出演や講演、執筆を通じた再生医療
や幹細胞研究のアウトリーチ活動を積極的に行っている。また
サブカルチャーへの造詣も深く、科学的知識とSFなどの文学
研究を混交した再生医療実現化後の生命観のありかたの研究
も行う。著書に「増補ｉＰＳ細胞、世紀の発見が医療を変える」
「死にたくないんですけど」など

御本人からのコメント
「未来の像、そして人間の本質を描くといえばＳＦのお家芸です。
再生医療研究のメッカに所属し、日本ＳＦ作家クラブにも籍を置
く私が負けるという要素が、いったいどこにあるんでしょうか。」

No.1
八代嘉美（再生医療）

iPSの広がる未来
（仮題）

年会長よりご挨拶
科学研究の成果は、一夜にして社会を変えるほどの力を持っており、また、未知の自然法則の発見は、最

高にわくわくする「宝探し」です。潜在的には、「情報コンテンツ」としての魅力は十分ですが、「研究成

果の正確な理解」という大きな壁が存在し、一般社会の皆さんには、なかなかうまく伝わりません。2013

年の日本分子生物学会年会では、この壁に真正面から挑戦します。第一線の研究者を集め「理解」と「楽

しさ」の両方が伝わる、エンタメイベントに仕上げました。生命科学のフロントラインを走る個性豊かな研

究者の頭脳が繰り広げる世界に、驚き、共感し、そして笑っていただけることと思います。

第36回日本分子生物学会年会 年会長  　　　　　

近藤 滋 （大阪大学大学院生命機能研究科 教授）

プログラム
13:00　開会の挨拶
13:10　年会アート企画の紹介（１）と表彰式
13:30　SF Talk Show 「2050年シンポジウム」
15:30　年会アート企画（２）の結果発表
16:00　公開プレゼンテーション「生命世界を問う」（詳しくは、別パンフレットをご覧下さい）


